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　　　　CMIP3 マ ル チ 気候 モ デル にお け る冬季 MJO と

そ の 亜熱帯 ・中緯度ア ジア域へ の 影響の 再現性お よび将来変化
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1． は じ めに

　北 半 球 冬 季 に お け る熱帯イ ン ド洋 か ら西 太 平 洋 で 卓越

す る MJO （Madden 　Julian　Oscillation）に よ る亜 熱 帯 ・中

緯 度 東 ア ジ ア 域 の 対 流 活 動 及 び 循環揚への 影 響 が 報 告さ

れ て い る。MJO は 東ア ジ ア 域 で の 気候予 測 に重 要 な フ ァ

ク ター
で あ る 。 本 研 究 で は、CMIP3 マ ル チ気 候 モ デル を

用 い て 冬 季 （11 月〜4 月〉に お け る MJO の 亜熱帯 ・中緯度

束 ア ジ ア 域 へ の 影響 の 再現性 と将 来 変 化 に つ い て 調 べ た。

2．デー
タと解析手法

使用 し た観測データ は OLR 、　GPCP 降水量、　HadlSST 、
JRA ・JCDAS 客観解析 で あ る。気 候 モ デル は、　 OLR 　H 別

値 の 得 ら れ る 16 モ デル の 20 世紀再現実験 （現在気候）

と SRESAIB シ ナ リオ 実験 （温 暖化 気候）デ
ー

タを用い

た 。熱帯イ ン ド洋 に お け る MJO 対 流活 動の index は 、
Wheeler 　and 　Weickmann （2001）に 基づ き、波数 1・5，周期

30・90 日で フ ィル ターした OLR を 75・90E，10S−10N （TIO ）

で 平 均 した 時 系 列 と定 義 した。解 析 期 間 は 1981 年
一1999

年 及 び 2081 年
一2099 年 で あ る。ま た Taylor（2001）に基

づ くモ デル の ス キル ス コ ア を算 出 した。

3．結果と考察

図 1 に 16 モ デ ル の 熱 帯 域 と東 ア ジ ア
・
北太 平洋域

（EANP ：110・170E ，25N −40N ）の 対 流活 動（OI．R）の ス コ ア

を示 す。熱帯域の 再現性 が 良 くて も EANP 域の ス コ ア に

は ば らつ きが見 られる。熱帯
・EANP 共 に 再 現 性 の 良 い

モ デル は、水蒸気収束型 対流 ス キ
ー

ム を用い て お り、Sato
e 七．al （2010）の 結果 と一

致す る 。 図 2 は温 暖化気候 にお け

る現 在気候か らの 変化 を示 す u 季節内振 動 （MJO 含 む ）

の 分 散は 、イ ン ド洋 西 ・南部 及 び 中部 太平 洋（赤道〜20N ）

で 増加 が 見 られ （図 2a）、こ れ は SST 平均値増加 の 水 平

勾配が 大きい 領域に 対応 し て い る （図 2b）。図 3 は、　MJO
index との 対 流活 動 と大気循環場への 回帰 を示 す。　EANP

の MJO 応 答再 現性 の 良い モ デル は、亜熱 帯 北 太 平 洋 の 高

気 圧 性 循 環 場 と 南風 に よ る 水 蒸 気 輸 送 及 び 下 層 水 蒸気 収

束 の 再 現 性が 良い （図 3a，3b、水 蒸気 量偏 差は 図略）。モ

デル （図 3b）で は、北太 平洋 高 気圧 循 環応答や 、中部太

平 洋の 対流 抑制 域 が観 測 よ り西 に シ フ ト し、海 大 陸 ・フ

ィ リ ピ ン 付近 で 対 流 不 活 発 で あ り、こ れは SST 平均 値の

バ イア ス に よ る 〔図 略 ）。 温 暖 化 気候 （図 3c）で は 、　 SST

平均値増加 域 に 対 応 して 高 気 圧 性 循 環 応答 は 北 へ 、対 流

抑制応答は 東ヘシ フ ト （160E 付近 ）す る が、MJO 一中緯

度 の 対流応 答 パ ターン に 大 き な 変 化 は 見 られ な い （図

3b
，
3c）。また 観 測 に よれ ば MJO に よ る 中緯度 へ の 影 響 は、
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ENSO フ ェ
ーズ に よ っ て 異なっ て い た （図略）。以上 の 結

果 よ り MJO と中緯度 相 互 作 用 は 、　 SST 平 均場 や 年 々 変

動の 将来変化 に よ っ て 大きく影響受けると考 え られ る。

発表で は 温 暖化後 の SST 変動 に着 目 した 結果に つ い て も

報告す る。
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図 1：16 モ デ ル の 熱 帯 （50−200E ，15S ・15N 平 均）と EANP

城 にお ける対流活 動 の ス キル ス コ ア。黒星 は全モ デル の

ス コ ア 平 均、A 星 は 1 標 準 偏 差。実 線は 回 帰 直線。楕 円

は 熱帯 ・EANP 域 で 最 も再現 性 の 良い 4 モ デル （Best4

モ デ ル ）。
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図 2 ： 温暖化 気候 と現在気候の （a）20 − 100 日バ ン ド

パ ス フ ィ ル タ
ーOLR 偏差 （負 ：実線）の 分 散 差，（b）SST

気 候 値 差。Best　4 モ デ ル コ ン ポ ジ ッ トを示 す。
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図 3： MJO 　indexに対 す る OLR 偏差 （陰影）、海 面気圧 偏 差 （正 ： 実線 、負 1破 線 ）、地 上 風 偏 差の 回 帰。（a ）観

測 、（b）現 在気候、（c）温 暖化気候 3 （b），（c）は Best4 モ デル コ ン ポ ジ ッ トを示 す。
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